
『点訳フォーラム』より 

【質問】 

① 「おうおうおうおう」と②「格好つけ」について質問です。 

 

 以下本文 

① 「おうおうおうおう、買わないんなら引っ込んでな」 

② 「だがそんな浅はかな格好つけはとっくに部下たちにみやぶられ・・・・」 

 

「おうおうおうおう」は、てびき８３ページの繰り返し言葉として、「オー■オー■オー■オー」と区

切って書いてもよいでしょうか？ 

 

「だがそんな浅はかな格好つけはとっくに部下たちにみやぶられ・・・・」の「格好つけ」ですが、「カッ

コーツケ」か「カッコツケ」でどちらを書いた方がいいか悩んでいます。 

 『点訳フォーラムＱ＆Ａ』で「格好」のことが書いてあったのですが、文脈にあった読み方をするほう

がよいと書かれていたのでなおさら悩んでいます。 

  

【回答】 

① 「おうおうおうおう」は、「おう」を強調して繰り返していますので、お考えの通り、「オー■オー■オ

ー■オー」と書いてよいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

② 現代の親しい仲での会話や若い人むけの読み物などでは、カッコ、カッコツケルとなりますが、普通

の読み物の地の文に漢字で書かれている場合は、どちらかといえば「かっこう」と読んでよいと思

います。決めつけることはできませんが･･･ 

ご質問の文は地の文で、上司と部下という関係の表現のようですので、カッコーツケと書いてよい

のではないかと思います。カッコツケと書いても校正の対象にはならないと思います。 

 



『点訳フォーラム』より 

p14 ３．調査 

「かっこいい」を国語辞典で引くと、カナ書きで表記されます。「カッコウ」と引くと「格好」が表記さ

れます。墨字で「格好良い」と書かれていると「カッコウヨイ」としか読めないと思います。 

「格好良い」と墨字で書いてあり、ルビが「カッコヨイ」と書かれている場合のみ「カッコヨイ」と読む

と思っていますが、この理解でいいでしょうか。 

 

【Ａ】 

墨字で「格好・恰好」と書かれていれば、「かっこう」としか読めないとは言い切れません。もちろん

「かっこう」が本来の読みですが、国語辞典でも「三省堂国語辞典(第７版）」では「かっこ」に「格好」の

漢字があててありますし、「かっこいい」にも「格好いい」の漢字が、「かっこ悪い」に「格好悪い」の漢字

があててあります。 

「新明解国語辞典(第７版）」では、「格好良い」に〔口語では「かっこいい」とも〕と書かれています。

「日本国語大辞典」は「かっこ」の見出しに「恰好」と書いてあります。 

もちろん、地の文で「格好良い」と書かれていれば、「かっこうよい」または「かっこういい」と読むの

が自然な読み方ですし、決して、「かっこいい」と読むことをお勧めしているわけではありません。 

しかし、若者のくだけた会話文で、若者言葉が多用されているような場面などでは「かっこいい」と

読む方が自然な場合もあると思います。 

「格好・恰好」は「かっこ」と読むこともあることを念頭において、文脈にあった読み方をするのがよ

いと思います。 

『新明解国語辞典(第８版）』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

 【質問】 

漢字が 1字ずつ対等な関係で並んでいる語で①「一会桑」②「奥羽越」③「薩長芸」についてです。 

 『指導者ハンドブック第 3 章』３８－３９ページに「日韓」「日米」など 2か国の場合は一続きに書きます

が、3 か国以上が対等な関係で並んでいる場合は、意味の理解も考慮して、1 か国ずつ区切ってかいて

よいでしょうとありました。 

  

 一会桑 → 一橋家と会津藩と桑名藩の二藩 

 奥羽越 → 陸奥国（奥州）・出羽国（羽州）・越後国（越州） 

 薩長芸 → 薩摩藩、長州藩、芸州藩の三藩 

 

① 「一会桑」は一橋家と２つの藩以上が対等な関係で並んでいる場合と考えて、「イチ■カイ■ソー」

と考えてよろしいでしょうか？ 

 

② 「奥羽越」は点訳フォーラム語例集に「オーウエツ」とありました。 この場合は「奥羽」が結びつき

の強い語ということで、区切って書くと不自然になるので、『点訳フォーラム』Ｑ＆Ａにあった、「京

阪神」と同じと考えていいでしょうか？ 

 

③ 「薩長芸」は「薩長土肥」が一続きに書いているように「薩」が促音化していると考えて、「サッチョ

ーゲイ」と一続きに書いてよいでしょうか？ 

 

 

【回答】 

 お考えのとおりです。 

 「一会桑」は一橋家、会津藩、桑名藩であることがわかりやすいように「イチ■カイ■ソー」と区切っ

て書くのがよいと思います。 

  「薩長芸」は「薩」が促音化しますので、「サッチョーゲイ」と書くのがよいと思います。 

 

 

① 「一会桑」 → 「イチ■カイ■ソー」 

 いち無かい無そー 

 

② 「奥羽越」 → 「オーウエツ」 

 おーうえつ 

 

③ 「薩長芸」 → 「サッチョーゲイ」 

 さっ拗とー濁けい 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

8．p71 ４．漢字１字ずつが対等な関係で並んでいる語 

語例集に「三遠南信」（サン■エン■ナンシン）と「京阪神」（ケイハンシン）がありますが、この違いが

わかりません。 

たとえば「三遠信」の時は「サンエンシン」でいいのでしょうか。 

 

 

【Ａ】 

「日■独■伊」のように、短い略語が３つ以上並ぶときはそれぞれを明らかにするために区切って書

きます。ですから「三■遠■信」（三河、遠州、信州）も区切って書きます。 

京阪神も確かに、内容は、京都、大阪、神戸ですが、１語として用いられることが多く、特に「阪神」は分

けて書くことが不自然なほど結びつきの強い語ですので、《それぞれを明らかにするために》区切っ

て書くと不自然になります。 

ですから 

京阪神大都市圏は、ケイハンシン■ダイトシケン 

京阪神エリアパスは、京阪神エリアのパスですので、ケイハンシン■エリア■パス 

と書いてよいと判断しました。 

ケイハンシンが一続きであれば、それのうしろに言葉がついて複合名詞を作っても、ケイハンシンの切

れ続きは原則として変わりません。 

このように、「京阪神」が関西のエリアを表す場合は一続きで書いてよいと思います。 

ほかに、「甲信越」も「甲（甲斐）」「信（信濃）」「越（越後）」を指しますが、１語としての結びつきが強く、

その地域全体を指す語として、一般に用いられていますので、「コーシンエツ」と一続きに書きます。 

「薩長土肥」は対等な４藩ですが、「薩」が促音化してることもあり、よくひとまとまりに称されるもので

すので、「サッチョードヒ」と一続きに書きます。 

「関関同立」は４大学（関西
さい

大学・関西
せい

学院大学・同志社大学・立命館大）を指すことがわかりやすいよう

に「カン■カン■ドー■リツ」と区切ります。 

「早慶上智」（早稲田大学・慶応義塾大学・上智大学)の早慶は組み合わせてよく使われますが、上智と

合わせて３校を称していることから、「ソー■ケイ■ジョーチ」とそれぞれを対等に扱って区切ります。 

このように、漢字１・２字の略称の並列を、一続きにするかそれぞれ区切るかには種々の判断が必要に

なる場合もあります。 

 

『指導者ハンドブック第 3 章』３８－３９ページ 

 「水金地火木土天海冥」「土日祝」「小中高」はそれぞれ「水星・金星・地球・・・」「土曜・日曜・祝日」

「小学・中学・高校」の省略形で、中点や読点を用いて表されることも多いので、１文字ずつ区切って書

きます。 

 「日韓」「日米」などの２か国の場合は一続きにかきますが、３か国以上が対等な関係で並んでいる

場合は、意味の理解も考慮して、1 か国ずつ区切ってかいてよいでしょう。その場合「ニッチョーカン」の

ように発音しても、促音は用いません。 

すい無きん無ち無か無もく無濁と無てん無かい無めい  「水金地火木土天海冥」 

濁と無にち無拗すく  「土日祝」 

拗そー無拗つー無こー 「小中高」 

にち無拗とー無かん  「日朝韓」 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 以下の 過去の助動詞「き」の活用の書き方①～③は変える必要がありますか？ 

点訳者は②棒読みでとあるので、続けて「せまるきししかまる」と一続きで書いたほうが棒読みという

ことがわかりやすいのではとの意見と、言い方なので①～③は同じように活用形ごとに区切ってかい

ていいのではとの意見があります。 

 

① 東京では「せまるきししかまる」 

② 「せまるきししかまる」と棒読みで 

③ 「せぇまるきぃしぃしかまるぅ」 

 

活用表の活用語尾は①③は活用形ごとに区切って、②は棒読みといっているので続けて 

① 『セ■マル■キ■シ■シカ■マル』 

② 「セマルキシシカマル」 

③ 「セエ■マル■キイ■シイ■シカ■マルー」 

 

以下、原文 

古文の小テストの後、授業がはじまった。 

 「過去の助動詞『き』の活用の憶え方やけどな、東京では『せまるきししかまる』って言うそうや」 

 木村という初老の古文教師が「せまるきししかまる」と棒読みで言うと、みんなが驚き口々に文句を

言いだした。 

「えーまんまやん。そんな覚えられへん。『せぇまるきぃしぃしかまるぅ』やよな」 

 「僕が思うには、関西では自分らにそのつもりがなくても、無意識のうちにギャグを乗っけてる。古文

の活用を憶えるにも『面白さ』が必要条件」 

 

【回答】 

棒読みでも「セ■マル■キ■シ■シカ■マル」と書いた方

がよいと思います。 

覚えやすいように「迫る棋士シカマル」とした、あるいは、早

口言葉のように一気に(一息に）「せまるきししかまる」言った

のような場合は、文脈に合わせて、「セマル■キシ■シカマ

ル」あるいは「セマルキシシカマル」と書く方法もあるかもし

れませんが、「棒読み」なので、マスあけは変えなくてよいよ

うに思います。 

 

 

① 『セ■マル■キ■シ■シカ■マル』 

② 「セ■マル■キ■シ■シカ■マル」 

③ 「セエ■マル■キイ■シイ■シカ■マルー」 

 

  



  『点訳フォーラム』より 

【質問】 

薬の投薬のことをかかれているところがあります。 

「リンデロン 1.5ｍｇ／日内服中。」の書き方について質問です。 

リンデロン■数 1.5 外ｍｇ■■ヒ■ナイフクチュー。 ／（スラッシュ）を二マスアケにしてあります。 

りん濁てろん無数１っ５、ぬれ無無ひ無ないふく拗つー。 

 この書き方だとわかりにくいと思うので、以下のように３つ考えました。 

 

てびき 143 ページ単位記号の（３）で 

① リンデロン■数 1.5 外ｍｇ③④の点（ヒ）■ナイフクチュー。 

りん濁てろん無数１っ５、ぬれや七ひ七無ないふく拗つー。 

 

てびき 14４ページ処理で 

② リンデロン■数１ニチアタリ■数 1.5 外ｍｇ■ナイフクチュー。 

りん濁てろん無数１にちあたり無数１っ５、ぬれ無ないふく拗つー。 

 

③ リンデロン■数１ニチニ■ツキ■数 1.5 外ｍｇ■ナイフクチュー。 

りん濁てろん無数１にちに無つき無数１っ５、ぬれ無ないふく拗つー。 

 

 3 つのほかに、わかりやすい書き方があればお教えください。 

 

 

  

【回答】 

このスラッシュは単位に用いられている記号ですので、二マスあけに変えるのは間

違いで、お考えのように修正することになります。 

 

リンデロン 1.5ｍｇ／日内服中。 

× りん濁てろん無数１っ５、ぬれ無無ひ無ないふく拗つー。 

 

ただ、①の場合は（ヒ）ではなく（ニチ）になると思いますが、①の書き方より、②また

は③のほうがよいと思います。 

 

    リンデロン■数 1.5 外ｍｇ③④の点（ニチ）■ナイフクチュー 

△ ①りん濁てろん無数１っ５、ぬれや七にち七無ないふく拗つー。 

 

   リンデロン■数１ニチアタリ■数 1.5 外ｍｇ■ナイフクチュー 

○ ②りん濁てろん無数１にちあたり無数１っ５、ぬれ無ないふく拗つー。 

 

リンデロン■数１ニチニ■ツキ■数 1.5 外ｍｇ■ナイフクチュー。 

○ ③りん濁てろん無数１にちに無つき無数１っ５、ぬれ無ないふく拗つー。 

 



『点訳のてびき Ｑ＆Ａ』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき 第 4版』 １４８ページ 処理３ 

 

 

 

 

 

 段落の省略でなければ二マスあけ処理をする場合もあります。 

 『指導者ハンドブック第 4章』より ６９ページ 

 

 
 



 

『点訳のてびき』１４３ページ  単位記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき』１４４ページ 単位記号 処理 
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